
 

 

宮城県震災復興会議 座長 小宮山宏殿 

宮城県震災復興会議の第３回会議の宮城県内開催を求める要請書 

２０１１年７月６日 

 東日本大震災の被災地宮城県・被災者宮城県民の復旧・復興に対する貴職の活動に

敬意を表します。 

 さて、５月２日に設立された宮城県震災復興会議は既に２回の会議を開催し、第２

回会議は６月３日に東京都内で開催、来る７月１３日の第３回会議も東京都内で開催

予定とされております。会議の開催地について私たち宮城県民には強い違和感があり

ます。 

 ご承知のとおり、東日本大震災は宮城県・宮城県民に未曽有の被害をもたらし、県

内の死者は９，２９０人、行方不明者は４，６１９人にのぼり、いまだに県内３１８

か所の避難所で１５，４０５人の県民が避難生活を余儀なくされており（７月４日現

在）、応急仮設住宅の建設も遅々として進んでおりません。 

 このように宮城県民が塗炭の苦しみを受けながら現地で生活再建に向けて懸命の努

力をしている現状を直視するならば、宮城県の復興を検討する会議は被災地宮城県で

こそ開催すべきものと考えますが、いかがでしょうか。 

開催地の問題は、復興会議の在り方の根幹に関わる問題だと認識しており、宮城県

震災復興会議は、常に被災地宮城県、被災者宮城県民とともにあるべきであり、遠隔

地である東京都内での開催は県民軽視との謗りを免れないと考えるものです。 

また、会議は傍聴可能とされているようですが、被災者が東京都内まで傍聴に行け

ることを予定しているのでしょうか。更に、この問題は、第４回会議を宮城県内で開

催すれば「事足れり」とする次元の問題でもありません。 

以上より、第３回会議は東京都内ではなく宮城県内で開催することを強く要請いた

します。 
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